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とが困難な長鎖の NPGL と NPGM の発現系を確立した。一方で、アミド化酵素による C 末端の
アミド化効率が不十分であることを明らかにした。第 2 章では、確実に C 末端がアミド化したペ
プチドフラグメントを化学合成し、N 末側フラグメントに縮合することにより、NPGM を調製す




日間で 30～160 mg の NPGL と NPGM を得られる大量合成法を確立した。第 4 章では、哺乳類
細胞や大腸菌に産生させたラットのNPGMのジスルフィド結合の位置を解析し、その他のNPGL
及びNPGMとは異なる位置で架橋されていることを明らかにした。さらに、マイクロウェーブを
用いた固相法により合成した NPGL と NPGM のジスルフィド結合の形成を試み、疎水性の高い
NPGL とNPGMについて、溶媒組成を最適化することによって効率的な架橋法を確立した。本研
究は、総合すると約 10 日間で 5～50 mg のNPGL とNPGMを調製できる系を確立したものであ
り、高い学術的価値を有する。本合成量は、特異的抗体の作製や単回投与実験のみならず、慢性投




  備考  要旨は，1,500字以内とする｡ 
